
高出力レーザの研究成果
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✓電源が供給される限り撃ち続けられる 弾切れなし
✓迎撃にかかるのは電気代のみ 低コスト

従来の戦闘様相を一変させるゲーム・チェンジャーとして期待

高出力
レーザシステム

高出力レーザの装備品としての主な利点

高出力レーザ⇒強力な光のエネルギーを装備品に利用
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防衛装備庁の高出力レーザ研究の変遷

2020年-2000年- 2010年-

化学レーザ

国産ファイバーレーザ

レーザシステムの成立性確認
（追尾・破壊）

要素技術の研究
（基礎的なデータ取得）

装備化

ミサイル
対処

50kW級

化学反応で光を取り出す
→厳密にはガスが切れると
弾切れしてしまう。

電気で駆動するレーザ
→電源がある限り弾切れ無し

100kW級
迫撃砲弾＋小型無人機対処



防空用高出力レーザに関する研究の概要

防空用高出力レーザに関する研究（平成22～28年度）
 高出力化が容易な化学レーザを採用し、追尾・照準、レーザ照

射、目標破壊というレーザシステムの成立性を確認

高出力レーザ発生装置

給排気部

冷却部
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レーザ光

ビーム指向装置



高出力レーザシステムに必要な技術

パッシブ追尾 アクティブ粗追尾 アクティブ精追尾 レーザ照射

時間

アクティブ追尾センサパッシブ追尾センサ

引き込み

照明用レーザによる近赤外画像（高速）・測距離

ジンバル

俯仰角軸

旋回角軸

遠赤外画像

高速ステアリング
ミラー（FSM）

ジンバル制御 協調（ジンバル・FSM）制御

追尾点

追
尾
・
照
準

光
軸
制
御

✓レーザを1点に集光するためには、レーザによる高精度な追尾技術が必要
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レーザ照射

FSM：Fast Steering Mirror

高出力
レーザ光



防空用高出力レーザに関する研究の成果（追尾）

パッシブ追尾
（熱画像）

アクティブ追尾
（反射画像）
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小型無人標的機（距離700ｍ）

＋：追尾点
＋：照射点

✓高精度での追尾に成功

追尾目標
（直径20cm）

新島

http://www.bing.com/maps/default.aspx?q=%e9%87%8e%e5%85%9a%e3%81%af%e5%85%b1%e9%97%98&mkt=ja&form=hdrsc4


ジュラルミン板
1mm厚

防空用高出力レーザに関する研究の成果（破壊）
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✓レーザ出力50kWを実現し、400、700、1000mの各距離において、
目標破壊効果、大気伝搬データ、集光性能等の様々なデータ取得に成功

次世代装備研究所（飯岡支所）：千葉県旭市

可視カメラ

ビーム形状 遠赤外カメラ
(裏)

近赤外カメラ
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最新の研究紹介動画

防衛装備庁YouTubeチャンネルにもアップロードされています！！
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指向性エネルギーシステムに関する研究（平成30～令和7年度）
 小型無人機及び迫撃砲弾に対処可能な高出力レーザシステムの
実用化のための研究

研究目標:
✓10kW級ファイバーレーザ（国産）をビーム結合し、総出力100kW級を実現
✓小型無人機・81mm迫撃砲弾へのリーサリティを実証

指向性エネルギーシステムに関する研究の概要
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国産の10kW級ファイバーレーザについて

検証試験結果一例

励起光出力[kW]

[kW]

出
射
レ
ー
ザ
出
力

10kW

単体レーザ出力10kW以上を達成

10kW級ファイバーレーザ

✓10kW級ファイバーレーザを10本結合して、総出力100kWを実現。

＜現状の課題の一例＞

一般的にはレーザの変換効率は30％程度⇒少なくとも300kW以上の電源が必要

電源設備の大型化

電源設備の小型化⇒民間の技術も活用
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試作装置の概要

レーザ発射口

装置外観

✓令和5年2月納入
✓40フィートコンテナ2台分の大きさの
システムに集約
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レーザによる目標破壊の種類

小型無人機

レーザ照射により、シャフト等の脆弱
部位を破壊することで飛べなくする

⇒撃墜

81mm迫撃砲弾

中の火薬をレーザにより加熱し、
発火点に到達させることで対処

⇒誘爆

レーザで砲弾内部の
火薬を温める

レーザ

レーザ
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迫撃砲弾の誘爆動画
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小型無人機の撃墜動画



高出力レーザのロードマップ
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・段階的に研究を進め、装備システムとしての実用化とともに、将来的な
レーザによるミサイル対処システム実現への技術力向上を進めていく。

迫撃砲弾+
小型無人機対処用

レーザ装置
（装備化）

方向性

技
術
的

難
易
度

防空用
高出力レーザ
に関する研究

レーザ装備品の
成立性の確認

指向性エネルギー
システムに関する

研究

迫撃砲弾＋
小型無人機対処

ミサイル対処用
レーザシステム

の研究

ミサイル対処用
レーザ装置
（装備化）

研究試作システム
装備システム

H22～28

H30～R7

車両搭載型レーザ
装置の研究

小型無人機対処
（車両一台）

小型無人機対処用
レーザ装置
（装備化）

R3～R6
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まとめ

防衛装備庁YouTubeチャンネルに研究紹介動画が
アップロードされています！！

✓防衛装備庁では、低コストかつ弾切れが無いといった様々な
利点を持つ、高出力レーザに関する研究を進めている。

✓平成22～28年の研究で、レーザ装備品の成立性を確認した。

✓平成30年から実施している、迫撃砲弾及び小型無人機対処
用100kW級レーザシステムの研究試作が令和5年2月に完成し、
地上設置状態の迫撃砲弾の誘爆に成功した。


